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概要 英語学習辞書(英 和辞書および英英辞書)に おける発音記号は英語の発音体系を論理

的に学ぼうとする学習者にとって有益なツールである。 しか し,そ れぞれの学習辞書が採用

している発音表記の方法にばらつきがあるため,学 習者は発音記号の習得にとまどうことが

多い。 このことが英語教育において発音記号が十分に活用されていないひとつの原因ではな

いかと筆者は考える。本論においては,ま ず英語の発音記号に関する予備知識を概観 した上

で,現 在出版 されている内外の英語学習辞書における単母音の音声表記を比較対照 し,そ の

異同の性質の分析に基づいて,英 語学習にとって合理的な発音表記の体系について考察す

る。
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Abstract For learners who aim at a clear and logical understanding of the English 

pronunciation system, phonetic symbols provided in learners' English dictionaries 

can be a powerful tool if they are properly used. However, it often happens that 

Japanese learners become confused by the variation of phonetic symbols between 

dictionaries, which can cause them to give up learning the symbols. This can also 

hinder effective utilization of phonetic symbols in English classes in Japan. This 

 paper surveys the variation of phonetic transcriptions from samples of learners' 

English dictionaries currently published in Japan and abroad, and compares details 

of transcriptions of monophthongs, aiming to produce a more accessible and educa-

tionally fertile table of phonetic symbols.
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1.は じ め に

地理的,歴 史的などさまざまな要因によって多くの日本人は英語の発音を日常生活の中

で自然に身につけることが難 しい。そのため,日 本において英語の発音を学ぼうとする者

は,ネ イティヴ ・スピーカーによる授業を受けるか,あ るいは,普 及 している視聴覚的英

語教材を活用 して学習することになる。 しかし,い ずれの場合も時間的制約や双方向的コ

ミュニケーションの欠如などの制約があるため,学 習者が英語の発音を 「自然」に身につ

けることは難 しく,習 得のためには何 らかの意識的,論 理的なアプローチが必要になって

くる。

英語の発音に意識を向け,そ の発音体系を論理的に理解する上で,英 語学習辞書の発音

記号は有益なツールとなりうる。ひとたび発音記号に対応する音声を聴き分け,発 声でき

るようになれば,発 音記号の記載 されている辞書のすべての英単語の発音が身近な ものと

なるからである。だが,現 在の日本では英語の発音教育において発音記号が十分に活用さ

れているとはいえない状況ではないだろうか。そして,そ の原因のひとつとして英語学習

辞書における発音表記のばらつきがあると考えるのが本論の前提である。

以下,英 語の発音表記に関する予備知識を整理 した上で,現 在出版されている内外の英

語学習辞書における単母音の音声表記を比較対照 し,そ の異同の性質の分析に基づいて,

より合理的で使いやすい発音表記の体系について考察を進めていきたい。

2.国 際音声字母 と現状の発音表記

日本 で出版 されている英和辞書,お よび海外 で出版 されてい る外国人学習者向 けの英英

辞 書 に お け る発 音 表記 は基本 的 に 国際 音声 学 協会(lnternationalPhoneticAssocia-

tion:略 称IPA)が 制 定 して いる国際音声字母(lnternationalPhoneticAlphabet:略

称IPA)に 準 拠 している。 国際音声学協会 は1886年 の創立以 来,活 動 の一環 として世界中

の言語音声 を表記す るための国際音声字母 の改訂 を続 けている。

音声学 の進歩 に伴 って言語音声 の観察精度 が増 し,聴 覚 的に微 細な差 異を表記 する必要

性か ら,複 雑 な記号 を用 いた高度 に専 門的 な精密表記(narrowtranscription)が 発 展 し

て きた。 それ と合わせて,実 用上 の要請か ら意味 の弁別 に必要 な最低 限の音声記号 を用い

る簡易表記(broadtranscription)と 呼 ばれ る もの も作 られてきた。
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精密表記と簡易表記は音声学の分野で言語の音声を記録するために用いられるため,両

者をまとめて音声表記(phonetictranscription),そ の表記に用いられる記号を音声記号

(phoneticsymbol)と 呼ぶ。それに対 して,言 語学の観点から特定の言語体系を形成する

音素(phoneme)を 表記することを音素表記(phonemictranscription)と 呼び,そ の

ために用いられる記号を音素記号(phonemicsymbo1)と 呼ぶ。音素は特定言語における

音声の位置づけを示す単位であるため,音 素記号によって表される音の実際の響きは各言

語によって異なっている。 この音素表記は表記の上では実質的に音声表記の簡略表記に近

いものとなるため,現 在では音素表記に対応する簡略表記を//(2本 の斜線)で 囲み,精

密表記をする場合には[](か ぎ括弧)で 囲んで表現するということが音声学では行わ

れている・英語学習辞書においても最近はほとんどの ものが//を 用いて発音を示 してい

る。

英語学習辞書 における音声の表記は,日 本語では一般に 「発音表記」(英 語では音声表

記と同 じくphonetictranscription)と 呼ばれ,表 記に用いられる記号を 「発音記号」(同

じく英語ではphoneticsymbol)と 呼ぶ。この発音表記は意味の弁別に必要な英語の音素

に加えて,音 素としては同一と解釈できても実際の音色が異なるものを異音 として表記 し

た ものである。例えば,/a/と いう英語の音素 に対 して,実 際の発音表記では/ae/や

/α:/という異なる記号が用いられる。このように,音 素表記(=簡 略表記)に 異音表記

(=精 密表記)を 加えたものが英語学習辞書における発音表記であり,こ れを竹林(1996)

は教育表記(pedagogicaltranscription)と 呼んでいる。

現在内外で出版されている英語学習辞書の発音表記は教育表記であるが,採 用されてい

る発音記号の種類が辞書によって異なっており,ま った く同 じ発音記号表が掲載されてい

る辞書は同じ編集者が同じ出版社から出版 したものだけであると言ってよい。それぞれの

辞書において音声学の専門家がなん らかの原則に基づいて発音表記を決定 しているのだ

が,学 習者の立場か ら見れば,本 来同 じであるはずの英語の発音が,異 なる表記方式に

よって提示されるというのは学習の効率上好ましいことではない。例えば,同 じ学校の同

じクラスで発音を学ぶ学習者たちの間で,使 っている辞書によって発音表記が異 っていて

は授業が停滞するのは必然であろう。本論では日本人学習者にとって発音記号の習得が英

語音声の理解と習得に寄与するものであるということを前提に,以 下,ま ず内外の英語学

習辞書における発音表記の異同を精査 し,そ の結果を踏まえた上で,よ り合理的で使いや

すい発音表記体系提案の可能性を探ってみたい。
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3.各 辞書の単母音の発音表記の対照

3.1比 較サンプルとする辞書の選択について

比較対象 とする英語学習辞書のサンプルは一般的な普及度が高いと思われる中級以上の

英語学習者向けの英和辞書および英英辞書から選んだ。中級者向け辞書の基準として収録

語彙の見出し数10万 語前後(実 際には6万6千 語から13万5千 語程度までのばらつきがあ

る)を 目安とし,ま た学習辞書の満たす要件は用例が豊富であり語法や文法に関する詳 し

い解説が盛り込まれていることである。このような基準に基づいて,日 本国内で出版され

ている10種類の英和学習辞書と,海 外で出版されている外国人学習者向けの4種 類の英英

学習辞書を選んだ。比較の際には各辞書の名称を記号化 し,英 和辞書はJ1,J2の ように

表記 し,英 英辞書はE1,E2の ように表記するか,そ れぞれの書誌情報は末尾に参考文献

としてあげておく。なお,英 和学習辞書の中には同じ編集者が同 じ出版社から出版 してい

るものがあり(J4とJ5),発 音表記の原則はほぼ同一・であるが,知 名度,普 及度を考慮 し

て両方をサンプルに含めることとした。

3.2比 較の方法と記述について

実際の比較は以下の原則に基づいて行った。

1.こ こでは英語音声のうち単母音のみを比較の対象とした。二重母音,三 重母音および

子音の比較は別稿で行うこととする。サ ンプルとして選んだ辞書のすべての単母音表記

を網羅するために,単 母音には 「短母音」,「長母音」,「両者のR音 性化母音」,「短母音

+子 音/r/」,「 長母音+子 音/r/」 を含めている。

2.サ ンプル間の対照を容易にするとともに,個 々の発音に関する一般的情報や単語例,

特定の辞書固有の表記に関する注をつけるために,1つ の発音項 目につき1つ の比較対

照表を作成 した。 ここでいう1つ の発音項 目には実際には複数の表記方法(「発音記号」)

が含 まれる。例えば,「R音 性化 される/o/」 の音は,各 辞書の表記上は/or/,/gソ,

/釧o/,/討 などの記号で出現する。発音項 目として32を 設定 したが,こ れは今回のサ

ンプル全体を検討 した上で決定した数で,す べての発音記号が表す発音の総数である。

なお,各 発音項 目冒頭の丸数字直後の発音表記は,14冊 の辞書の中で使用頻度の高いも

のを便宜的に代表としてあげてある。

3.米 音 と英音が常に異なる音にはR音 性化母音とそれ以外の ものがある。R音 性化母音
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はほとんどの辞書において1つ の記号で表記 しているため,比 較対照表も1つ とした。

R音 性化母音以外の米音と英音が異なる母音は,多 くの辞書で併記方式(/倒G:/な どの

ように,米 音と英音を縦線で区切る)を 採用 しているため,異 なる発音項 目として2つ

の比較対照表を用意 した。つまり,こ の例では米音/肥/で1つ,英 音/q:/で1つ の比

較対照表となる。

4.比 較対照表において,対 象となる発音項目が各辞書の発音記号表に記載されていない

場合,表 の該当欄を灰色地 とし,辞 書本文中で実際にどのように記述されているかを示

した。

3.3各 辞 書 にお ける単母音表記の比較対照

A.短 母音

①/i/

方 言:米 英共通音

表記:/i/

単 語:create/kri61t/happy/h£pi/very/v6ri/

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J i i i i i i i i i i

E i i i i

・J2の 発音記号 表に/i/は な いが ,本 文 中では/i/が 用 い られて いる。

②/1/

方 言:米 英共通音

表記:/1/

単 語:busy/bizi/sit/sit/win/win/

1 2 3 4 5678910

J i 1 i 1 IIiiiI

E 1 1 1 1

・J1 ,J3,J7,J8,J9の 本 文 で は/i/を 用 い て 記 述 し て い る 。

③/e/

方言:米 英共通音
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表記:/e/

単 語:bed/b重d/end遵nd/ten/t登n/

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J e e e e e e e e e e

E e e e e

④/田/[タ イ プ1]

方 言:米 英共通音

表記:/紀/

単 語:bag/b笙g/cat/k塗lt/man/m虚n/

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J 紀 紀 記 紀 田 記 鐙 記 麗 肥

E 紀 ae 肥 肥

⑤/記/[タ イ プII](米 英 異音 母音)

方 言:米 音

表記:/倒o:/(英 和 辞書 のみ)

単 語:ask/垂sklq:sk/fast/睡stIf・:st/laugh/1笙fIlα:f/

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J 田 記lq: 記lq: 倒 α: 倒q: 倒 α: 記IG: 肥IG: 田 ae

E ae 記 肥 ㊧

・米音 に特 有の/記/の 発音。英音で は常 に/G:/と 発 音 され る。(⑳ 参照)。

・/ae/の 音 という点で は④ と同 じだが,対 応す る一英音が一異なる とい うことを明示 してい

るのが/倒q:/と い う発音併記で ある。

⑥/α/(米 英 異音母音)

方 言:米 音

表記:/G/,/qlっ/,/o(:)lo/,/α:/(英 英 辞書4冊 すべて/G:/)

単 語:box/随ksib5ks/got/g重tlg5t/not/n亘tln5t/
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J (1 α(:)P αlo α1つ qP oP q「 つ α (1 olつ

E (1: (1: α: (1:

・英和辞書 の発音記号表 においては/G/
,/Glっ/,/G(訓 っ/と い う異 な る表記があ るが,

英 英辞書 においてはすべて/α:/と な って いる。 したが って,上 記 の 同 じ単語 を表記

す るの に英英辞書で は次 のよ うになる。

box/b亟kslb6ks/got/9ζ 璽tl96t/not/n血tln6t/

こ こでは英和辞書の記述 と比較 しやす くす るために米音 ・英音 の順序 に発音表記を し

たが,英 英 辞書では英音 ・米音の順序が一般的 である。 また,/m/の 米 音 に対応 す る

英音 が英和辞書 とは異 な って/D/で あ ることに注意。(⑦ 参照)。

・/G/は 英 和辞書 にお いてのみ
,ま た,米 音 のみに用い られ る。米音で この発音 をす る

場合,英 音 は規則 的に異 なる発音 となる。 それは英和辞書 にお いて はすべて/っ/と 表

記 され る音 である。英英辞書 の場合 には,英 音のみ に用 いられ る/D/に 規 則的 に対応

す る米音が ここで の/q:/で あ る。(⑦ を参照。)

・J2の 解 説 に 「/o/の 音 は
,伝 統 的に短 母音 として記述 され ることが多 か ったが,実

際 には長母音/・:/と 同 じと考えて,/G:/と 表 記 す る辞典 も増 えてい る。 本辞典で は,

長 音記号を()に 入れて(:)で 示 す」 とある。

⑦/っ/[タ イ プ1](米 英 異音母音)

方 言:英 音

表記:/olo/,/G(:)1っ/,/っ/,/D/(英 英 辞書4冊 す べて/D/)

単 語:box/bdksl随ks/got/gdtlg6t/not/ndtln6t/

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J α α(:)1つ αP GP olo Glつ αP α つ α1つ

E D D D D

・J1 ,J8以 外 の英和辞書で は/っ/(/Gp/,/α(:)p/)と い う表記だが,英 英辞書 にお

いて はすべて/D/と な ってい る。(⑥ を参照)

・英音 でこの/っ/の 発音 をす る場合 ,対 応 す る米 音の表記 は英和辞書 にお いては常 に

/G/ま た は/q(:)/(⑥)で ある。

・/D/は 英 英辞書 においてのみ見 られ る表記 である。英音 で この発音をす る場合,米 音

では常 に/α:/(⑥)と なる。

-37(37)一



第4巻 第1号

・J1の 発音記 号表に/。/は な い。解説 において 「米英で/G/と/っ/が 異な る場合 は,

い ちいち両者 を併記 せず,米 音だ けを示 した」 という規則が述べ られ ている。

・J8の 発音 記号表 に/o/は な い。発音記 号表 への注 で米 音/o/と 英 音/o/の 対 応 が

記述 されてい る。

⑧/っ/[タ イ プII](米 英 異音母音)

方 言:英 音

表記:/o:1っ/,/っc)/(英 和 辞書のみ)

単 語:dog/d5:gld≦g/long/15:011並o/soft/s5:ftls6ft/

1 2 3 4 516 7 8 9 10

J つ(:) つ:P つ(:) つ:lo つ:Pつ:P o:P つ(:) o:lo つ:P

E D D D D

・この/o/は 英 和辞書 においてのみ,ま た,英 音のみ に用 い られ る。英音で この発音 を

する場 合,米 音 では常に/っ:/(⑳)で あ る。

・英英辞書4冊 では この タイプの/っ/を ⑦ の/っ/(英 英 辞書 の表記 は共通 して/D/)と

区別 していな い。英英各辞書 におけ る米英の発音表記 の対応関係 を見 る と,E1で は

/α:/,E2とE4で は/っ:/,E3で は/D:/と な っている。 ちなみに,こ のE3の 米音 表

記/D:/は,英 英辞書 の中で唯一 この⑧ の英音/っ/(E3で は/D/)と の対応関係 を明示

す る表記 である。(⑳ 参照)

・J1の 発 音記号 表に/o/ま た は/。(:)/は な いが
,本 文 中では/o(:)/を 用 いて記述 され

てい る。ただ し,dogの 記 述 は/d5:g,ddg/と な ってお り,こ れは,「 米音 で/d5二g/

ま た は/ddg/と 発 音す る。/ddg/と い う米音表記 を してい るの で,対 応規則 に従 っ

て英音で は/d5g/と 発 音す る」 ということになろ う。

・J9の 発音記号表 には⑳ の/o:/と 区 別がつ け られ ていないが
,本 文中では米音 と英音

を併記 して いる。

⑨/u/

方 言:米 英共通音

表記:/u/

単 語:actual/まk馳ol/graduation/g晩d3旦61∫on/influence/fnfl旦ons/
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J u u u u u u u u u u

E u u u u

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J u o u し) O 0 u u u O

E ぐ) o o o

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J A A A A A A A A A A

E A A A A

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J Ar o:rlAr Ar Ar Ar Ar 0:rIAr 9:rlAr Ar Ar

E Ar Ar Ar Ar

英語学習辞書における単母音の発音表記の異同(岩 井)

・J2の 発 音記号表 には/u/は な いが ,本 文 中の記述 では用 い られてい る。

⑩/o/

方 言:米 英共通音

表記:/o/

単 語:book/b亙k/could/k蔓d/put/p砿/

・J1 ,J3,J7,J8,J9で は/u/を 用 いて記述 してい る。

⑪/A/

方言:米 英共通 音

表記:/A/

単 語:come/k△m/must/m△st/run/r△n/

⑫/Ar/(/Ar/は 短 母音/A/に 子 音/r/が 続 くものを母音 と考 え る表記)(米 英 異音

母音)

方 言:英 音

表記:/o:別Ar/

単 語:current/k6:rgntlk血ont/courage/k6:rld31kムrld3/hurry/h6:rilhムri/

・/Ar/を 発 音記 号表 に含めて いるの はJ2 ,J7,J8の み であ る。 その他 の辞書 におい
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て も実 際 の表記 は/Ar/に な って い るが,こ れ は短 母音/A/+子 音/r/で あ って,

/Ar/と い うひ とまとま りをJ2,J7,J8の よ うに母音 と して解釈 してい るので はな

い。

・/Ar/は 英 音 のみ に用 い られ る。米音 では常 に異 なる発音 とな る。 その米音 は英和辞

書 にお いて は/g:r/ま た は/a:r/と 表 記 され る音で ある。英英辞書 の場合 には,そ の

米音 は/3:r/ま た は/3・:r/と 表 記 され る。(⑳ 参照)。

⑬/o/[タ イ プ1]

方 言:米 英共通音

表記:/9/

単 語:about垣baot/collect/k旦16kt/lemon/16m旦n/

1 2 3 4 5 6
'

7 8 9 10

J o o 9 o 9 9 o o 9 o

E o o o o

⑭/o/[タ イ プH](R音 性 化 関 連 母 音)

方 言:英 音

表 記:310(J4,J5の み)

単 語:forget/飴g6Uf旦g6t/perhaps/pah卸slpgh£ps/

Saturday/s缶t各deiis{もtgdei/

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J 9r gr ∈)「 alo a19 or gr or or or

E 訓g 9「 orig orlo

・この/o/は 英 和辞書のJ4
,J5の み に用 い られ ている。英音 で この発音をす る場合,

米 音 では常 にR音 性化 され る。(⑮,⑯ 参照)

・他 の英和辞書で は/or/ま た は/o「/と い う表記 で,「 米音 は/or/,英 音 は/o/と 発 音

す る」 とい う規則 を設 けてい る。

・E1 ,E3,E4の 本 文 中で も/剖o/ま た は/orlo/と い う形 で英音 は/o/で 表 記 されて

いる。

・E2で は/oソ を 用い ることで 「米音 は/or/ ,英 音 は/o/と 発 音す る」という規則が設

け られている。
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英語学習辞書における単母音の発音表記の異同(岩 井)

⑮/or/[タ イ プ1](R音 性 化母音)

方 言:米 英異音

表記:/or/,/91/,/arO/

単 語:forget/f鉱g6t/perhaps/p鉱h£ps/Saturday/s飢 鉱dei/

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J or gr ∈)「 訓o 3P or or gr or or

E 制o 01 grio orio

・/or/(ま た は/oγ ,ま た は/3/)は,米 音で は/o/がR音 性化 され,英 音で はR音 性

化 され ない/o/の ま まである ことを示 す。

・J9で は発 音記号表 に記載 されていな いが,注 と して 「発音記 号[r]が レ]の よう

な斜字体 にな って いるのは,こ の音 が発音 され る場 合 と発音 されない場合の両方があ

ることを示 して います」 とある。

・E1は 発音記号表 にR音 声化 され る米音/a/を あ げてい る
。(⑰ 参照)

・E3 ,E4の 本 文で は米音 を/gr/,英 音 を/g/と して併記 して いる。 この表記方法 は

他の タイプ1のR音 性化母音 と共通で ある。

⑯/gr/[タ イ プII](R音 性 化母音)

方 言:米 英異音 また は米英共通R音

表記:(/aloソ,/o「/,/o(r)/)(い ず れ もE1,E2,E4の 本 文 中での表記)

単 語:actor/註t鑓/cover/k入v鋤/sister/sist鉱D/(E4本 文 中 の 表 記 例 よ

り)

1 2 3 4 567 8 9 10

J 窃ρ ∈}r o「 告io 訓ogror or or or

E 訓o「 o「 grio o(r)

・この/or/を ⑮ の/or/と 明 確 に区別す る別の発音記号 を発音記号表 に記載 してい る辞

書はサ ンプルの中 には ひとつ もな い。 この音 は語末 において,米 音 では常 にR音 性化

され,英 音では続 く単語の語頭が母音で ある場合 にR音 性化 され るものであ る。

・E1の 本文 中では/31g「/と してお り,⑮ の/釧o/と 区 別 して いる。

・E2は ⑮ と共通 の/ol/を 用 いてい るが ,発 音記号表 の下 で/「/記 号 の用法 を解説 して

お り,「 英音 では この記号 がついた母音 の後 ろに母音 が続 く場合 にのみ/r/の 音 が発

音 され る。 米音では常 に/r/の 音 が発音 され る」 とな ってい る。
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第4巻 第1号

・E4の 本 文中で は/o(r)/と してお り,⑮ の/。rlo/と 区 別 してい る。

・すべ ての英和辞書 およびE3に おいて は⑮ と⑯ の区別 がつ け られていない。

⑰/a/(R音 性 化 母 音)

方 言:米 音

表 記:/み/,訓o(J4,J5,E1の み)

単 語:forget/毎g6tlfog6t/perhaps/ph卸slpoh£ps/

Saturday/sεet至 ≧deilsεetodei/

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J 97° or o「 訓9 3[9 oア or gr or or

E a o「 or}o 9(r)

・疹/は 米音 のみに使 われ/o/がR音 性化 され ることを示す記号 であ る。

・英和辞書J4 ,J5,お よ び英英辞書E1で のみ使われてい る。

B.長 母音

⑱/i:/

方 言:米 英共通音

表記:/i:/

単 語:meat/m垂t/people/匪pl/week/wi二k/

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J i: i: i: i: i: i: i: i: i: i:

E i: i: i: i:

⑲/G:/[タ イ プ1]

方 言:米 英共通音

表記:/α:/

単 語:calm/k血m/father/f血 ∂or/palm/p血m/

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J (1: q: α: q: q: (1: α: (1: α: α:

E (1: (1: q: α:
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英語学習辞書における単母音の発音表記の異同(岩 井)

⑳/α:/[タ イ プII]

方 言:英 音

表記:/記1α:/(英 和 辞書 のみ)

単 語:ask/£ski巫sk/fast/f£st[f巫st/laugh/1証[1墨f/

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J α: 肥lq: 肥IG: 肥lq: 倒G: 肥lq: ㊧1α: 毘IG: (1: α:

E α: α: α: α:

・この/G:/は 英 音 にのみ特有 の/・:/で,米 音で は常 に/紀/と 発音 される。(⑤ 参照)

⑳/q:r/[タ イ プ1](R音 性 化 母 音)

方 言:米 英 異 音

表 記:/G:r/,/α:ソ,/q吾/

単 語:arm/d:rm/heart/hd:rt/park/pd:rk/

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J (1:r o:r q:「 oa q∂・ o:r q:r G:r (17 (1:r

E o:rlα: q:「 α:riα: α:rlα:

・/α:r/は,米 音 では/α:/がR音 性 化 され,英 音で はR音 性化 され ない/o:/の ま まで あ

ることを示す。

・J4,J5の/G3/は 二 重母音 として扱 われてい る。 解説において 「《米》では/o/の 後

に軽 く/a/を つ ける。一方 《英》 では二重母音 で はな くて長母 音/o:/と な る」 と説

明されている。

・E1 ,E3,E4の 本 文では米音を/α:r/,英 音 を/α:/と して併記 している。 この表記方

法 は他 の タイプ1のR音 性化母音 と共通で ある。

⑳/G:r/[タ イ プII](R音 性 化母音)

方言:米 英異音 または米英共通R音

表記:(/α:rlα:「/,/α:「/,/q:(r)/(い ず れ もE1,E2,E4の 本 文 中での表記)

単 語:bar/随 ユD/car/kd:(r)/far/f鎚/(E4本 文 中の表記例 より)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J α:r σ:7 α:「 α9・ α9・ α:r α:r α:r α:r α:r

E α:riα:「 α:「 α:r[α:α:(r)
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・この/α:r/を ⑳ の/o:r/と 区 別す る別 の発音記 号を発音記号 表 に記載 してい る辞書 は

サ ンプル の中 にはひ とつ もな い。 この音 は語 末 において,米 音 で は常 にR音 性 化 さ

れ,英 音 では続 く単語 の語頭 が母音 であ る場 合にR音 性化 され るもので ある。

・E1の 本文 中で は/α:rlα:1/と してお り,⑳ の/α:rlα:/と 区 別 してい る。

・E2は ⑳ と共通の/o:ソ を 用 いて いるが
,発 音記号表の下で/1/記 号 の用法を解説 して

お り,「 英音で はこの記 号がつ いた母音 の後 ろに母音 が続 く場合 にのみ/r/の 音 が発

音され る。米音で は常 に/r/の 音 が発音 される」 とな ってい る。

・E4の 本文 中で は/〇二(r)/と してお り
,⑳ の/o:rlα:/と 区 別 している。

・すべての英和辞書 およびE3に お いて は⑳ と⑳の区別がつ かない
。

⑳/o:/[タ イ プ1]

方言:米 英共通音

表記:/っ:/

単 語:all/逸1/law/1逸/story/st垂ri/

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J 〔): つ: つ: 〔): つ: 〔): o: つ: 〔): つ:

E つ: ご): つ: つ:

⑳/っ:/[タ イ プII](米 英 異 音 母 音)

方 言:米 音

表 記:/っ コo/,/っ(:)/,/D:/

単 語:cloth/k1血 θlkl6θ/dog/d逸gld6g/soft/s逸ftIs5ft/

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J o(:) つ:1つ つ(:) つ:lo つ:lo つ:1つ つ:P つ(:) o:lo o:1つ

E q: o: D: o:

・この/っ:/は 米 音 にのみ特 有の/o:/で
,対 応す る英音 では常 に/っ/(英 英 辞書 の英音 表

記では/D/)と 発音 され る。

・J1の 発音記号表で は⑳の/っ:/と 区 別がつ けられていな いが
,本 文中で は/っ(:)/と し

てい る。

・J9の 発音記号表では⑳ の/o:/と 区別 がつけ られていないが
,本 文 中では米音 と英音

を併記 してい る。
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英語学習辞書における単母音の発音表記の異同(岩 井)

・英英 辞書の中で⑳の/っ:/と 区 別 をつ けるために/D:/と い う発音記号 を用 いているの

はE3の みである。

・E1で は/っ:/の 代 わ りに/G:/が 使 われて いる
。

⑳/っ:r/[タ イ プ1](R音 性 化母音)

方 言:米 英異音

表記:/っ:r/,/っ:1/,/03/

単 語:morning/m並nlo/order/並dor/warm/w並m/

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J o:r つ:r つ:1 つa・ 〔)∂・ つ:'4 つ:'4 つ:r o:r o:r

E o:r{o: つ:1 o:rP: o:rP:

・/っ:r/は
,米 音 では/っ:/がR音 性化 され,英 音ではR音 性化 されな い/っ:/の ま まであ

ることを示す。

・J4 ,J5の/っ3/は 二 重母音 と して扱 われ ている。解説 において 「《米》では/っ/の 後

に軽 く/3/を つ ける。一・方 《英》 では二重母音 ではな くて長 母音/o:/と な る」 と説

明されている。

・E2の 発音記号表 では/01/と な って いるが ,例 と してあげ られているmore,cordと

もに本文 の表記 では/っf/と な っているため,発 音記号 表の誤植 と思われ る。

・E1 ,E3,E4の 本 文 では米音を/o:r/,英 音 を/o:/と してそれぞれ記載 して いる。 こ

の表記方法 は他 のタイプ1のR音 性化母音 と共通であ る。

⑳/o:r/[タ イ プH](R音 性 化母音)

方 言:米 英異音 または米英共通R音

表記:/っ:rb:'/,/っ:1/,/o:(r)/(い ず れ もE1,E2,E4の 本 文 中で の表記)

単 語:door/d並D/four/f血/store/st5:(r)/(E4本 文 中の表記例 よ り)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J o:7 o:r o:「 つ∈)・ :)∈腕 o:r o:r :):r o:ア o:γ

E o:rP:「 つ:「 o:rP: o:(r)

・この/o:r/を ⑳ の/っ:r/と 区 別す る別 の発音記号 を発音記号表 に記 載 している辞 書は

サ ンプルの 中には ひ とつ もない。 この音 は語末 において,米 音 では常 にR音 性化 さ

れ,英 音では続 く単語の語頭が母音で ある場合 にR音 性 化 され るものであ る。
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・E1の 本 文中では/っ:rb:'/と してお り,⑮ の/っ:rp:/と 区 別 してい る。

・E2は ⑳ と共通 の/っ:ソ を用いてい るが,発 音 記号表の下で/1/記 号 の用法を解説 して

お り,「 英音で は この記 号がつ いた母音 の後 ろに母音 が続 く場合 にのみ/r/の 音 が発

音 される。米音 では常 に/r/の 音 が発音 される」 とな ってい る。

・E4の 本文 中では/っ:(r)/と してお り,⑳ の/o:rlっ:/と 区 別 して いる。

・すべての英和辞書 およびE3に おいては⑳ と⑳ の区別 がつけ られていない。

⑳/u:/

方 言:米 英 共 通 音

表 記:/u:/

単 語:lose/lU:z/school/skU:1/too/tU:/

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J u: u: u: u: u: u: u: u: u: u:

E u: u: u: u:

⑱/o:r/[タ イ プ1](R音 性 化 母 音)

方 言:米 英 異 音

表 記:/o:r/,/01:/,/a:lo:/,/3:ソ

単 語:bird/b6:rd/early/6:rli/word/w鉦d/

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J ∈):r 9:r ∈)1: 3:lg:
E

急:lo:o:r ∈):r 9:r ∈):r o:r

E 3:13: 3:1 3:ri3: 3:ri3:

・この音は ,米 音で は/o:/がR音 性化 され,英 音 ではR音 性化 されない/o:/の ま まで

あ ることを示す。

・英 和辞 書 では/g:/の 音 を基本 と した表記 だが ,英 英 辞書 で は/3:/を 基 本 と して い

る。

・R音 性 化 された米音 に対応す る英音を表記す るの に/o:/(英 和 辞書)ま たは/3:/(英

英 辞書)を 用い る場合があ る。(⑳ 参照)。

⑳/。:r/[タ イ プH](R音 性 化母音)

方言:米 英異音 また は米英共通R音
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英語学習辞書における単母音の発音表記の異同(岩 井)

表 記:/3:13:1/,/3:1/,/3:(r)/(い ず れ もE1,E2,E4の 本 文 中での表記)

単 語:fur/f鋤/occur/ok鋤/recur/rlk鋤/(E4本 文 中の表記例 よ り)

12 3 4 5 6 7 8 9 10

J o:r ∈}:r o「: 3:lo: a:lg: o:r ∈》:r 〇二r o:7 o:r

E 3:13:「 3:「 3:r}3: 3:(r)

・この/o:r/を ⑱ の/o:r/と 区 別す る別 の発音 記号を発音記号 表に記載 して いる辞書 は

サ ンプルの 中に はひ とつ もない。 この音 は語末 にお いて,米 音 では常 にR音 性化 さ

れ,英 音では続 く単語の語頭が母音で ある場合 にR音 性化 される ものであ る。

・E1の 本文 中では/3・:13:1/と してお り,⑱ の/3:13:/と 区別 している。

・E2は ⑱ と共通 の/3:ソ を用 いているが,発 音記号表 の下 で/1/記 号 の用法 を解説 して

お り,「 英音 では この記号 がついた母音 の後 ろに母音が続 く場 合 にの み/r/の 音 が発

音 され る。 米音 では常に/r/の 音 が発 音 され る」 とな って いる。

・E4の 本文 中では/3:(r)/と してお り
,⑱ の/3:rl3:/と 区 別 してい る。

・すべての英和辞書 およびE3に おいては⑱ と⑳ の区別がつ けられていな い。

⑳/3:/(R音 性 化母音)

方 言:米 音

表記:/a:Io:/,/翫/

単 語:bird/b並d/early/6:rli/word/w6:rd/

1 2 3 4 56 7 8 9 10

J o:ア e:r o「: a:P: a:lg:9:7 o:7 o:r o:7 9:r

E 3: 3:「 3:rl3: 3:rl3:

・/a:/(E1で は/3:/)は 米 音特有 のR音 声化 され る発音 で,対 応す る英音 はR音 性化

され ない。

・この米音 のみを表記 す る発音記号 は英和辞書 ではJ4とJ5に の み見 られ,英 英 辞書

で はE1の み に見 られ る。 対応 す る英 音 はそれ ぞれ/o:/ま た は/3:/で あ る。(⑳ 参

照)。

⑳/o:/(英 英 辞書3冊 では/3:/)(R音 性 化関連母音)

方 言:英 音

表 記:/a:1。:/,/3:/
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単 語:bird/b6:dlb垂d/early/呑:liI垂1i/word/w呑:dlw垂d/

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

J 9:γ o:r o「: a:lg: a:lg: ∈):r o:r ≦}:γ ∈}:r o:r

E 3: 3:「 3: 3:

・/o:/(英 英 辞書 では/3:/)は 英 音特有 の発音 で,対 応す る米音 は常 にR音 性化 され る。

・この音を発音記号表 に採用 して いる英和辞書J4 ,J5で は/o:/と い う表記だが,英 英

辞書で は/3:/で あ る。

・英英辞書で はE1の みが米音/翫/⑳ と英音/3:/を 分 けて発音記号表 に記載 している

・E2は 発 音記号表記 載の/3:「/の みを使 って記述 し,E3とE4は/3:/の み を発音 記

号表 に記載 し,本 文 中では米 音/3:r/と 英 音/3:/を 併 記 してい る。

⑫/g:r/(/o:r/は 長 母 音/o:/に 子 音/r/が 続 く も の を 母 音 と 考 え る 表 記)(米 英 異 音 母

音)

方 言:米 音

表 記:/o:r/,/o:rlAr/

単 語:current/k6:rontlk入ront/courage/k6:rld31k入rld3/hurry/h6:rilh入ri/

1 2 3 4
1

5{6 7 8 9 10

J o:r o:rlAr 9:r 含:r 3:r ∈):r o:r1Ar 9:rlAr o:r 9:r

E シ:r 3:r 3:r 3:r

・/o:r/は 米 音 のみ に用 い られ る。英 音で は規則 的に異な る発音 とな る。 その英音 はす

べての辞 書において/Ar/と 表 記 され る音で ある。(⑫ 参照)。

・/o:r/を 発 音記号表 に含めて いるのはJ1 ,J2,J7,J8の み であ る。 その他 の辞書 に

おいて も実際の記述は/o:r/ま た は/a:r/(英 英辞 書の記述で は/3:r/ま た は/3:r/)

にな ってい るが,こ れは長母音/o:/(/a:/)+子 音/r/で あ って,/9:r/と い うひ と

まとま りをJ1,J2,J7,J8の よ うに母音 と して解釈 して いるのではない。

4.発 音表記 にお ける諸 問題

前節における各辞書の比較対照の結果をふまえて,本 節では発音表記の異同の特徴を分

析 し,表 記が一・致 しない理由を整理 していく。
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4.1/i/,/1/,/i:/の 発 音(発 音項 目①②⑱)

前 節比較 対照表の発音項 目①②⑱ にあ る/i/,/1/,/i:/の 表 記 に関 しては,①/i/と ⑱

/i:/はJ2の ① に関す る小 さな例外を除いてすべての辞書で表記 の統一 がとれている。 し

か し,②/1/の 表記 については,英 和辞書10冊 の うち5冊 において/1/の 代 わ りに/i/が

用 い られ てい る。英英辞 書4冊 は/1/の 表 記を採 用す る とい うことで共 通 してい る。問

題 とな るのは/1/の 代 用 と して/i/の 表 記 の妥 当性 であ る。 この点 に関 して/i:/と の 違

いも含めて,両 者を区別 して いる辞書 の解説 を引用 してみよ う。

Thesoundsrepresentedby/i:/and/1/mustalwaysbemadedifferent ,asin

heat/hi:t/comparedwithhit/1/.Thesymbol/i/representsavowelthat

canbesoundedaseither/i:/or/1/,orasasoundwhichisacompromisebe-

tweenthem.Inawordsuchashappy/lh{£pi/,youngerspeakersuseaqua1-

itymorelike/i:/,butshortinduration.(E4)

ここで は,ま ずheatとhitの 違 いのよ うに,/i:/と/1/と の 間 には発音上 の明確 な差異

があ ることが述べ られ,続 いて/i/の 音 は/i:/の よ うで もあ り/1/の よ うで もあ るもの と

されてい る。

次 に 日本語 の辞書か らの解説であ る。

[弱母音 とは弱 アクセ ン トを受 け弱 く発音 される母音 の ことであ る。]/1/と/o/の 記

号 は強母音 に も弱母音 に も使われ るが,/i/,/0/,/a/,/U/,/jo/,/ju/は 常 に弱

母音 を表す。(J4)

[/i/は]語 の最後 と母音 の前 に現 れる弱 母音で,語 末 では長 めの弱 い 「イー」,母 音

の前で は短 い 「イ」 でよい。(J4)

こ こで はE4よ り も詳 しい解説 がな され,/1/は 強 母音 に も弱母音 に も使用可能 であるが ,

/i/は 単 語 の最後 または母音の前 にのみ現 れ る弱母音 であ るとされて いる。 これが英和5

冊,英 英4冊 において/1/と/i/が 使 い分 けられて いる理論的根拠 である とい ってよいだ

ろ う。/1/の 記 号を用 いていない英和5冊 においては,強 母音 の位置 において も/i/が 使

われてい ることにな り,そ の根拠 は理論 的 とい うよ りは学習者の便宜上,あ るいは,以 下,
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竹林(1996)が 述べているように,旧 来の表記方法を慣習的に踏襲 している可能性 もある。

母音 の長短 とい う点を重視 して簡 略表記 をす ると[sitとseatは]/lsit/と/lsi:t/

とな る。 これが ジ ョー ンズ式[英 国 の音声学者DanielJonesの 考 案 による発音表記

方式]で あ る。 い っぽ う舌の位置が高いか低 いか(お よび緊張 しているか弛緩 して い

るか)を 重視 して簡 略表記すれ ば/lslt/と/lsit/と な る。 これはKenyonが 彼 の発

音辞典PDAEに お いて採用 した方式 で,ケ ニオ ン方式(Kenyoniansystem)と 呼 ば

れ ることが ある。両者 と も簡略表記(音 素表記)と い う点 では筋が通 ってい るが,実

用 的な発音表記 とな る とそれ ぞれに難点 があ る。/lsit/対/lsi:t/方 式 だ と学習者 は

両方 の/i/は 同 じ母音 で,た だ長 さが違 うだ けだ と思 う。反 対 に/ISIt/対/lsit/だ

と特 に 日本人 は後者 も短 い母音 だ と思 い込 んで しま う。Gimsonは この両者の母音の

相違 点を2つ と も表記 の上 に明示 して/1Slt/対/lsi:t/と い う方式 を採 用 した。 これ

だ と上記 のよ うな誤解 は払拭 され る。 同様 な関係 がfullの 母 音 とfoolの 母 音 の間 に

も存在す るので,こ れ も/lfol/対/lfu:1/の よ うに表記 され る。(竹 林1996)

4.2/u/,/u/,/u:/の 発 音(発 音項 目⑨⑩⑳)

発 音項 目⑨/u/,⑩/o/,⑳/u:/の 発 音 に関 しては,上 記/i/,/1/,/i:/に 関 す るの と

まった く同 じことが繰 り返 されて いる。J1,J3,J7,J8,J9の5冊 においては表記 の上

で/U/と/0/の 区別がつ け られていない。/U/は 「/0/が 弱 く発音 された もので,母 音の

前 と語 末で は/u/と な る」(J4)と い う性 質 は/i/と/1/の 関 係 と同 じで ある。/o/と

/u:/の 関 係 につ いて は上 記の竹 林(1996)の 説 明の最 後 に も触 れ られ てい る。E4で も

/i:/と/1/と/i/に 関す る解説 の直後で/U:/,/O/,/U/の 違 い につ いて説明が ある。

Inthesameway,thetwovowelsrepresented/u:/and/o/mustbekeptdis-

tinctbut/u/representsaweakvowelthatvariesbetweenthem.(E4)

こ こで は/u:/と/o/が 長 さの違 い だ けで は な く音 と して も違 いが あ るこ と,そ して

weakvowelと い う表現を用 いて/u/の 性 質が述べ られている。

4.3米 語と英語の発音の違い

英語学習辞書の発音表記を複雑にしている最大の要因はすべての辞書が米音と英音を同
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一・方式で現す二方言的表記を採用 している点にあると思われる
。二方言的表記は米音にお

いて母音がR音 性化する現象 と,ま った く異なる母音 に置き換えられる現象を表記す

るための方式であるが,使 用される記号が他の音を表記するのに用いられる記号に類似 し

ていた り,あ るいは,英 和辞書と英英辞書 との間で同じ音を表記するのにまった く異なる

記号を用いているために学習者の混乱を招 く要因となっている。以下,R音 性化母音の表

記 と米音 と英音で規則的置換関係にある母音の表記について整理 していく。

4.3.1R音 性 化母音(発 音項 目⑮/。r/,⑳/α:r/,⑳/o:r/,⑱/。:r/)

R音 性 化母音 には4種 類があ り,前 節の比較対照表 における発音項 目の順番 に並 べる と

/or/,/o:r/,/o:r/,/o:r/と な る。 これ ら4つ の発音の表記方法 は辞書 によ ってかな りの

ば らつ きがあるため混乱 を招 く要 因 とな りやすい。以下,そ れ ぞれ の音 を各辞書 が どのよ

うに表記 しているか整理 してま とめてお く。 なお,/gr/に 関 して は,R音 性化 した米音 と

R音 性 化 しな い英音 をそれぞれ別個 に表す表記(⑭ と⑰)が あ り,/o:r/に 関 して も同様

の表記(⑳ と⑳)が ある。 また,比 較対 象表において[タ イプ1],[タ イ プII]と い うラ

ベ ルをつ けた ように,/or/,/G:r/,/っ:r/,/g:r/の4つ のR音 性 化母音 には,そ れぞれ

「米 英異音」 を必 ず表す もの と,「 米英異音 あ るいは米英 共通音」(語 末 で使 われ,続 く単

語の語頭が母音で ある場合 に,英 音 において もR音 性 化が起 こるもの)を 表す もの とが あ

る。下の表で は⑮ と⑯,⑳ と⑳,⑳ と⑳,⑱ と⑳ のペア とな ってい る。

発音項目 方 言 発音記号表の表記法 本文中のその他の表記法

⑭/o/ 英音 /alg/ /gr/,/ol/,/orlg/

⑮/or/ 米英異音 /or/,/01/,/alg/ /grlg/

⑯/gr/ 米英異音か米英共通R音 発音記号表にはない /aP1/,/01/,/9(r)/

⑰/3/ 米音 /3/,/み10/ /or/,/o'/,/grlo/,/o(r)/

⑳/α:r/ 米英異音 /G:r/,/・:1/,/Ga/ /q:rlG:/

⑳/G:r/ 米英異音か米英共通R音 発音記号表にはない /G:r!G:1/,/q:1/,/q:(r)

⑳/っ:r/ 米英異音 /っ:r/,/っ:1/,/っa/ /つ:rlつ:/

⑳/っ:r/ 米英異音か米英共通R音 発音記号表にはない /っ:rb:1/,/っ:'/,/っ:(r)/

⑱/o:r/ 米英異音 /9:r/,/o':/,/3:Io:/,/3:1/ /3:13:/

⑳/o:r/ 米英異音か米英共通R音 発音記号表にはない /3:13:1/,/3:1/,/3:(r)

⑳/a:/ 米音 /9:P:/,/3:/ /9:r/,/gl:/,/3:童/,/3:rl3:/

⑪/o:/ 英音 /a:P:/,/3:/ /9:r/,/01:/
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4.3.2規 則的置換関係のある母音

上記のR音 性化母音以外で米音 と英音の間に規則的な置換関係があるものを以下にまと

めておく。対照 しやすいように発音項 目の順番ではな く,対 応 しあう米音,英 音の順に並

べなおしてある。

発音項目 方言 発音記号表の表記法 本文中のその他の表記法

⑤/記/ 米音 /記IG:/ /ae/

⑳/α:/ 英音 /麗 【α:/ /α:/

⑥/α/ 米音 /α/,/α1つ/,/q(:)b/,/G:/

⑦/っ/ 英音 /GP/,/α(:)b/,/っ/,/D/ /q/

⑳/っ:/ 米音 /っ:P/,/っ(:)/,/D:/ /q:/,/っ:/

⑧/っ/ 英音 /つ:1つ/,/っ(:)/ /D/

⑫/o:r/ 米音 /o:r/,/o:rlAr/ /詠:r/,/3:r/,/3:r/

⑫/Ar/ 英音 /9:rlAr/ /Ar/

4.4英 和辞書と英英辞書それぞれ特有の表記

海外の英英辞書では,日 本の英和辞書にはない発音記号が使われている。英英辞書と英

和辞書を対照 して利用する場合には混乱を招 く原因となる可能性がある。同 じ音に対する

両者の表記の違いの対応関係を簡略化 してまとめると以下のようになる。

発音項目 方言 英英辞書の発音記号 英和辞書の発音記号

⑦/っ/ 英音 /D/ /っ/

⑳/っ:/ 米音 /つ:/,/D:/,/α:/ /o:/

⑱/9:r/ 米英異音 /3:1/,/3:i3:/,/3:r[3:/ /o:r/,/01:/,/含:19:/

⑳/o:r/ 米英異音か米英共通音 /3:[3:「/,/3:ザ/,/3:(r)/ /9:r/,/91:/,/a:P:/

⑳/3:/ 米音 /3:/,/3:「/,/3:r/ /3:/,/o:r/,/01:/

⑳/o:/ 英音 /3:/,/3:1/ /o:/,/9:r/,/o!:/

⑫/9:r/ 米音 /3:r/,/3:r/ /9:r/,/3:r/

4.4.1英 音/o/の 表 記:/D/と/o/

⑦ の 英音/o/に 関 しては,英 和辞書 の記号/っ/と 英英 辞書 の記号/D/が 一・対一・対応 に

なっている。

4.4.2米 音/o:/の 表 記:/。:/,/D:/,/α:/と/o:/

⑳ の米 音/っ:/に 関 しては英 和辞書 において は表記 が統一 されてい るが,英 英 辞書 にお
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いて は,3種 類 の異 なる記 号,す なわ ち異な る音声が あて られ ている。

4.4.3R音 化 母音 の表記 の違 い

⑱以下 に関 しては,記 号の形 に注 目 して整理す る と,英 和辞書 におけ る/3:lo:/が 英 英

辞書 におけ る/3:13:/に 対 応す るため,/a:/=/3:/,/9:/=/3:/と い う関係 がある。 ま

た,英 和辞書 では/3:/か ら長音記号 を除いた/a/も 使 われ るが,英 英辞 書で は長音記号

のない/3/は 使 われず,そ のかわ りに/a/が 使 われ ることが ある(E1)。 同 様 に,英 英辞

書の発 音記号表 には/3/は 存 在せず,/o/が 使 われる。

上記の例か らもわか るとお り,R音 化性 母音 を表記 す るの に英英辞書で はイタ リック体

の/r/を 使 う慣習 はな く,E1,E3,E4で は主 に 「母音+/r/」 を使 い,E2は 上 付 き文字

の/ソ を採用 して い る。E1は 発音項 目⑮⑯ の/or/の 米 音 と して/a/の 記 号 も用 いてい

る。 これに対 し英和辞書のR音 性化母音表記 はイタ リック体 の/r/を 使 って 「母 音+/F/」

とす るのが主 流であ る。

4.5英 和 辞書 にお ける表記の違 い

4.5.1R音 性 化母音 の表記

日本 で出版 されている英和辞書 の間で顕著 な違いが見 られ るの はR音 性化母音 の表記方

法 であ る。サ ンプル10冊 の うち7冊 は イタ リック体の/r/を 使 って表 記 してい るが,J3

は 上 付 き文字 の/1/を 使 う方 式 を採 用 し,J4とJ5は 米 音 の/3/を 使 用す る こ とで,

/alo/,/飢p:/の 併 記方式 か,あ るいは,/G毎/の よ うに 「母音+3」 の二重母音表記 に

よ って他 のR音 化性 母音 を表記 してい る。J3に お ける上 付 き文 字の/1/はJ4,J5以 外

の他の辞書 にお けるイタ リック体 の/r/に 読 み替 え ることがで きるとい う親近性が ある。

た だ し,/0「/と/01:/は 発 音記号 表 に記載 され,独 立 した母音 と考え られ てい るので,

/G:ソ,/o:γ と は異な って,母 音 に補助記号の/ソ を追加 した ものではない。/01:/の/ソ

が長音記号の後 ろで はな く母音の直後 につ け られ ている ことが これを示 してい る。

この ようにJ4とJ5以 外 の英和辞書 はR音 性化母音 にイタ リック体の/r/を 用 い るこ

とで,す べて のR音 性 化母音 を米英併記せ ずにす ませ てい る。 これ に対 してJ4とJ5で

は 米音に固有の音であ る/3/を 使 っているために,/alg/,/3:lo:/と い う米英併記 が必

要 とな る。
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4.5.2母 音+子 音/r/の 表 記

発音項 目⑫ の英音/Ar/と そ れに対応す る発音項 目⑳ の米音/o:r/の 扱 いに関 して各英

和辞 書の間 でば らつ きが ある。/Ar/と/g:r/を 対 応す る母音 と して発音記号表 に記載 し

てい るのはJ2,J7,J8で あ り,/Ar/は 記 載 せずに/o:r/の み を記載 しているのがJ1で

あ る。その他 の辞 書で は これ ら2つ の音 を独 立 した母音 とは しないで,英 音 では短母音

/A/+子 音/r/,米 音 では長母音/o:/+/r/も し くは長母音/a:/+/r/(J4とJ5)と み

な して いる。

5.教 育上の効率を上げるための合理的な発音表記の検討

本論では英語の発音教育において発音記号が十分に活用されに くいのは,各 辞書の間に

表記のばらつきがあるからではないかという疑問を前提としている。本節では今回の比較

対照作業を通 じて得た情報をもとに,教 育上の効率を上げるための発音表記統一の可能性

を考察 してみたい。

5.1各 学習辞書の比較対照から見る諸問題と解決策の提案

5.1.1/i/,/1/,/i:/お よび/u/,/o/,/u:/の 発音表記

/i/,/1/,/i:/お よび/U/,/O/,/U:/の 発音表記の発音表記に今回サンプルとした英

和辞書の間でばらつきがあることをすでに指摘 した。英和辞書5冊 と英英辞書4冊 ではこ

れ ら6個 の発音記号がすべて採用され,残 りの英和辞書5冊 では/1/と/o/が 採用 され

ていない。 どちらがよいのかを実践的な立場から判断するには,6個 の音を弁別する理論

的必然性があるか否かということと教育上の利便性を考慮す るべきであろう。すでに引用

文にあげておいたが,6個 の音を区別する発音記号を採用すべきとする理論的根拠は,ま

ず第1に これ らの音が音声 としての明確な差異を有 しているということであ り,第2は,

発音表記上,/i/と/u/は 常に弱母音を意味するので強いアクセントを受ける位置では使

うべきではないということである。発音記号の数が少なければ学習者の負担は減るが,学

習者が長期的に英語学習を継続することを前提 とするならば,正 しい発音の差異を示す発

音表記を採用する方が得策だと思われる。

5.1.2R音 性化母音の発音表記

すでに見てきたとおりR音 性化母音の表記には顕著なばらつきがある。これを教育実践
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の ために合理化す る上で最初 に考 えておきたいのは,日 本国内で出版 されて いる英和辞書

と海 外 で 出版 されて い る英 英辞 書 との間で採 用 す る発音 記号 が異 な る とい う点 で あ る

(4.4)。 英 英辞書には英和辞書 には見慣れな い/D/,/D:/,/3:/,/3・:/と い う4つ の発音記

号が ある。 これ らを英和辞書が採用す るべ きであ るか どうかだが,「/D/=/っ/」,「/D:/=

/っ:/」,「/3:/=/∈):/(/∈):r/,/ol:/)」,「/3・:/=/o:r/(/01:/,/3:)」 と い う対 応 関係 が確

立 して いることを考え ると,あ えて英英辞書 の表記 に変更す るべ き積極的な理 由はない。

次 に国内の英和辞書 に関 しては,R音 性化 を明示す る方式 として,イ タ リック体 の/r/,

上 付 き文字 の/1/,カ ギ付 き シュワー/3/の3つ が ある。 イタ リック体 の/r/ま た は上付

き文字の/1/を 使 う場合 にはそのまま発音 すれば英音 となる母音 をひ とつ使 えば よいが,

カギ付 きシュワー/a/はR音 性化 された米音その ものを表す ために,こ れを使 う場合 には

米音 と英音 を併記す る方式 を とらざるをえない(J4とJ5に お ける/310/な ど)。 どの方

式を採用す るか は,学 習者 にと ってのな じみ安 さや筆記 の容易 さな ど,教 育上の利便 性の

観点か ら判断す るのが得策 と思 われる。10冊 中7冊 の英和辞 書が採用 して いるイタ リック

体の/r/方 式 は妥 当な選択 ではないだろ うか。

R音 性化母 音の表記 に関 して1つ 付 け足 してお くべ きことがあ る。それ は,R音 性化母

音の2つ の性格 を明示す る表記方法 につ いてであ る。R音 性化母音 は単語の 中間で使われ

る場合 には米音 において常 にR音 性化 され,英 音 と異な る音 にな る。 しか し,単 語の末尾

で使われ次の単語 の語頭 が母音 の場合 には,英 音 において もR音 性化が起 こる。前者の例

がperhaps/porh即s/に お ける/or/で あ り,こ の場合,米 音 と英 音 は異 な る音 とな る

(米 音/porhaeps/と 英 音/pohaeps/)。 別 の例 はfarout/fo:raot/な どに見 られ,こ こ

で はfarの 語 末 の/α:r/にout/aot/と い う母音 で始 まる単語 が続 いてい るため,米 音で

も英音 で も/q:r/はR音 性化 され る。英英辞 書E1,E2,E3の 本 文 中の記述で は補助的記

号/ソ や(r)を 使 うことによって両者の違 いが わか るよ うにな っている。例 えばE4に おい

て,語 中にR音 性化母音 があるbirdと い う単語 はb3:rdlb3:dと 米 英併記 され るのだが,

R音 性 化母音 が語末 にあ るfurと い う単語 は/f6:(r)/の よ うに表記 され る。 これを英和

辞書 で見 ると,ど ち らも/or/と してい る ものが ほとん どであ る。英英辞書 にお けるよ う

に記述方法 を変 えた方 が学習者 に とっては親切だ ろう。

5.1.3そ の他の米音と英音の間に規則的置換関係のある単母音の発音表記

米音 と英音の間に規則的置換関係のある単母音の表記方法 として,英 和辞書の多くが併

記方式を採用 して米音と英音の違いがはっきり分かるようにしている。 しかしJ1とJ2
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では/Glっ/を 本文 中で併記 せず に発音 解説の 中で両者 の置換 関係が説 明されて いるだけ

であ る。他の米英対応関係を併記 して いる以上,/田 っ/に 関 して も併記 した方 が学習者 に

とっては分か りやすい と思われ る。

/oコ っ/の 置換関係 を表記 す るの に併記方式 を用いず,丸 括弧 の中に長音記号 を入 れて

/o(:)/と して いるのがJ1,J3,J8で あ るが,こ の丸括 弧は 「省略可能」 とい う意味 では

な く,「米音 では/o:/と 発 音 し,英 音 では/っ/と 発音す る」 とい う意味 で理解 されなけれ

ばな らないので,や は り併記方式 に した方がわか りやす いのではないだろ うか。

発音項 目⑳ と⑫ の米英対応 関係,す なわち/o:rIAr/に 関 して は発音記号表 に併記方式

で記載 してい る辞書 はサ ンプル の中でJ7,J8の2冊 だ けとな って いる。/o:r/と い う音

は,必 ず 発 音 され る子 音/r/が,通 常 は 単 独 で 発 音 記 号 表 に 掲 載 さ れ な い/o:/

(R音 化 母音 の英音)に 追加 された ものである。論理 的に多少不 自然の観はあ るが,こ の併

記方式 には実践上 の利点が あ る。 つ ま り,/o:r/と/Ar/の 規 則 的置換関係 がは っき り明

示 され,ま た,他 の米英 置換 関係にあ る母音(4.3.2)と 表 記方法 を統一す る ことができる

か らであ る。

以上,英 語学習辞書における単母音の発音表記の違いに関する考察に基づいて,教 育実

践上合理的と思われる発音記号表の試案を次ページに示 し,本 論のしめくくりとしたい。

一56(56)一



英語学習辞書における単母音の発音表記の異同(岩 井)

教育用発音記号表(試 案)
単母音(短 母音 ・長母音 ・R音化性母音 ・母童+子 音/r/)

近い響き 記号 用 例 備 考

ア

/記/ bag/b垂g/cat/k三 皇t/

/A/ come/k△m/must/m∠ ～st/

/9/ about/gbaot/collect/k旦16kt/ 弱 い 「ア」

ア ー /α:/ calm/k血m/father/f亟 ∂gr/

ア ー
/α:r/ ① arm/血 ∠m/heart/h血t/ 米で常に/r/発 音

/G:r*/ ② car/k血*/far/fζL∠*/
一

*英 も母音の前で/r/発 音

ア /or/ ① perhaps/p⊇ ∠・hまps/Saturday/s企t鉱dei/ 米で常に/r/発 音

ア ー /o糊 ② cover/k/W鉱*/sister/slst鉱 禿/

一

*英も母音の前で/r/発 音

ア ー
/9:r/ ① bird/b≦ 虹d/early/並1i/ 米で常に/r/発 音

/9:rツ ② fur/f≦ 虹*/occur/gk6:r*/
一

*英も母音の前で/r/発 音

イ
/1/ busy/b工zi/sit/s工t/

/i/ create/kri61t/hapPy/}漉Pi/ 弱 い 「イ」

イ ー /i:/ meat/mLt/people/PtPl/

ウ
/o/ book/b豆k/put/P玉 Σt/

/u/ actual/血kt∫ 旦ol/influence/tnf1旦ons/ 弱 い 「ウ」

ウ ー /u:/ school/sk亘 二1/too/t亟/

工 /e/ bed/b登d/end/重nd/

オ ー /o:/ all/垂1/StOry/St垂ri/

オ ー
/。:r/ ①

一 一

②

morning/m並nlO/warm/w並m/ 米で常に/r/発 音

/o:r*/ four/f並*/store/st錠 ツ

一

*英 も母音の前で/r/発 音

ア1オ /αP/ box/b垂kslb6ks/got/9亟tl9重t/ 米/G/は 必ず英/っ/

ア1ア ー /紀1α:/ ask/塗skl虫sk/laugh/1塗fil墨f/ 米/お/は 必 ず 英/α:/

オ ー1オ /つ:P/ do9/d垂9id重9/long/1逸011重o/ 米/っ:/は 必 ず英/っ/

アー1ア /墨rl△r/ courage/k≦ 垂rld31k△rld3/hurry/h垂rilh△ri/ 米/鉱r/は 必ず英込r/

・R音 性化母音が語末にくる例では,次 に続 く語の語頭が母音である場合にイギリス発音でも/r/を

発音することを示すために/r*/と した。
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